感覚受容器

皮膚の感覚受容器には、機械的受容器、温熱的受容器、痛覚受容器がある。

感覚は受容器により以下の３つに大別される。

表在性感覚：痛覚、温度覚、（温覚、冷覚）、触覚（圧覚）

深部感覚：深部覚（位置覚、振動覚、これらは固有覚ともいう）、臓器痛

複合感覚：立体覚、２点識別感覚、数字識別

痛覚：痛覚受容器は自律神経終末である。

温覚、冷覚：皮膚には温覚、冷覚を感知する温点、冷点がある。温覚は温度以外の刺激には反応せず、受容野は１mm2以下である。温点（温受容器）から出ている神経線維は温線維、冷点（冷受容器）からでる神経線維は冷線維と呼ぶ。温線維は無髄で冷線維は有髄である。温度覚受容器は自律神経終末である。

求心性神経（Ⅲ、Ⅳ）の伝導速度は遅く、温覚は冷覚に比べ反応時間が遅い。温度感覚が完全に順応する（温冷ともに感じない）温度領域を中間帯という。皮膚温が低いほど温覚の閾値は高く、冷覚の閾値は低い。

温受容器は40〜45℃で、冷受容器は25〜30℃でインパルス発射がピークに達するが、45℃以上の温度では温受容器は急激にインパルス発射を減少させるため温覚ではなく冷覚が起こる。温度感覚では残熱感がある。強度の温冷刺激では温度受容器だけでなく痛覚受容器も興奮する。
深部覚：機械的受容器（筋紡錘、腱受容器など）によるものである。神経インパルスは大脳で統合され、身体位置の認識が行われる。

